
対象案件 北広島市地域公共交通総合連携計画（案）について 

意見募集期間 平成 23年 2月 28日（月）から平成 23年 3 月 9日（水）まで 

担当部署(問合せ先） 

担当課 北広島市地域公共交通活性化協議会 

事務局：北広島市企画財政部政策調整課 

電話 011-372-3311 内 685 

意見提出件数 

意見提出者数  ７人  

意見提出件数  ７件  

 

提出のあった意見の概要  協議会の考え方 

（案を修正したときは修正内容）  

◆北海道中央バス㈱も赤字が拡大した場合、

市内路線から撤退することは確実であり、自

治体としても出来るだけの方策と予算を投入

し、市民生活の基盤維持と交通空白地域の住

民の利便性向上に努めてほしい。一例として、

福島県会津若松市の公共交通網を説明するの

で参考にしてほしい。 

 

 

◆高齢化という社会状況を見ると、高齢者が

移動において最も望むのはドア・ツー・ドア

であり、公共交通の定義にタクシーは入って

いるのでしょうか。高齢化を強調するのであ

れば、バスの発想しかできないのは本末転倒

ではないでしょうか。計画の理念には賛同し

ますが、すぐできる道路交通改善などにはど

んどん取り組んでください。 

 

 

 

 

 

◆公共交通は暮らしを守る大切な移動手段であ

ることから、維持安定を図るための方策を検討

し、提案の内容につきましては、参考にしていき

ます。 

 

 

 

 

 

◆公共交通の定義にはタクシーも入ります。高齢

社会に対応した公共交通サービスでは、ドア・ツ

ー・ドアの方式も視野に入れ、検討を進めていき

ます。 

また、道路交通改善などにつきましては、関係

部署に伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

◆市内には道都大学のバスや福祉施設の車両

など、多くの民間事業所の車両が走っていま

す。交通空白地域の多い北広島市では、事業

者、住民が共に助け合うことで企業、生活者

双方に有益に働く「乗り合い交通網」の考え

方が必要と思います。 

 また、モビリティ・マネジメントなどのカ

タカナ語表記はお年寄りに優しくありませ

ん。 

◆クラッセホテルのシャトルバスを広域に巡

らせれば、ホテルのため、市のため、住民の

ためにもなるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

◆各地区に住む者の立場に立って、通勤・通

学・通院・買い物・社会文化活動への参加の

ためにどのような交通機関があることが望ま

しいかを考えていただきたいと願います。 

 

 

 

 

◆ＪＲは 1 時間に 15 分間隔で運行していま

す。ＪＲの快速の発着時間に合わせてバスを

更に２回ほど増やしてほしい。この増やす分

を市が小型バスを運行できたらと思います。

運賃は中央バスの料金に準じて負担する。午

前 8 時から午後 5 時までが適当と思います。 

 

 

◆市内には多くの民間事業者のバスが走ってお

り、今回の調査において事業者へのヒアリングを

行っています。今後、連携・共同による運行も視

野に入れ、検討を進めていきます。 

また、「モビリティ・マネジメント」について

は削除します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域交通の検討に当たっては、地域の皆さんと

の議論は必要不可欠であり、地域のニーズに合っ

た検討を進めていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

◆既存バス路線に対して市が新規のバスを運行

することは困難と考えます。 

また、ＪＲとバスの乗り継ぎについては、市と

バス事業者で構成する「北広島市地域公共輸送協

議会」において、市から利便性の向上を申し入れ

ているところではありますが、さらに要請を行っ

て参ります。 



 

◆計画の具体的な目標時期を決めてほしい。 

効率化と住民のニーズに合った具体的な運

行実証案を何例か提示してください。 

 計画を通して連携する機関や協力を得られ

る企業・事業者などをお知らせください。 

 市民の足を確保する上で、今のバスは効率

が悪いと思います。バスを小型化したり、目

的地別の買い物バスなども一つの考えだと思

います。また、公共交通を必要とするのは地

域住民自身なので、自治会・連合会単位でバ

ス関連事業に関わる必要があります。ＮＰＯ

法人を立ち上げる形もあるように思えます。 

 

 

◆交通空白地域における実証運行については、平

成 23 年度中の実施に向け、準備を進めます。そ

のほかの事業については、国の支援策の状況など

を見極め、３年の計画期間で着実に進めていきた

いと考えます。 

 また、運行実証案や連携機関・協力企業など、

具体的な検討につきましては、いただいた意見を

参考に今後詰めて参ります。 

 

 


